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靉
光
《
眼
の
あ
る
風
景
》
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）

大
　
谷
　
省
　
吾

　
　

は
じ
め
に

一
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
何
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
か

　
　
（
一
）《
眼
の
あ
る
風
景
》
研
究
史

　
　
（
二
）
何
が
描
か
れ
て
い
る
か

　
　
（
三
）
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
関
係
は

二
、
今
回
の
調
査
か
ら
ど
の
よ
う
な
考
察
が
可
能
か
（
以
下
、
次
号
）

　
　
（
一
）
制
作
の
プ
ロ
セ
ス

　
　
（
二
）
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
か

　
　

お
わ
り
に

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

得
体
の
知
れ
な
い
肉
の
塊
の
よ
う
な
物
体
の
中
央
で
、
こ
ち
ら
を
鋭
く
見
つ
め
る

一
つ
の
眼
。
靉
光
の
《
眼
の
あ
る
風
景
》
は
、
謎
に
満
ち
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に

描
か
れ
て
い
る
塊
は
、
何
な
の
か
。
発
表
当
初
は
単
に
「
風
景
」
と
題
さ
れ
て
い
た

が
、
風
景
を
暗
示
さ
せ
る
地
平
線
は
、
画
面
右
端
に
わ
ず
か
に
覗
く
ば
か
り
。
果
た

し
て
こ
れ
は
風
景
と
い
え
る
の
か
。
こ
の
眼
は
誰
の
眼
な
の
か
。
何
を
見
つ
め
て
い

る
の
か
。「
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
代
表
作
」
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
描
か
れ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、
本
当

に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
え
る
の
か
…
…
。
疑
問
は
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
湧
い
て

く
る
（
（
（

。

　

靉
光
の
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
す
る
回
顧
展
（
二
〇
〇
七
年
）
の
カ
タ
ロ
グ
冒
頭
で
、

私
は
右
の
よ
う
な
問
い
を
列
挙
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、《
眼
の
あ
る
風
景
》（
挿
図
1
）

は
、
日
本
近
代
美
術
史
の
上
で
重
要
な
作
品
に
位
置
づ
け
ら
れ
つ
つ
も
、
そ
の
具
体
的
な

作
品
分
析
・
解
釈
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
近
年
の
こ
と
で
あ
り
、
右
に

挙
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
が
多
く
の
解

釈
を
示
し
て
は
き
て
い
る
も
の
の
、
定
説
は
確
立
し
て
い
な
い
。
か
く
い
う
私
も
、
回
顧

展
の
際
に
は
、
謎
を
謎
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
を
是
と
し
、
明
確
な
解
を
示
さ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
作
品
が
多
義
性
を
こ
そ
本
質
と
し
て
い
る
と
判
断
し
て
の
こ
と
で
は
あ
っ

た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
問
い
に
対
し
て
考
え
る
こ
と
を
放
棄
し
て
い
い
わ
け
で
は
な

い
。
右
の
問
い
は
永
遠
の
宿
題
と
思
い
定
め
つ
つ
、
回
顧
展
の
後
も
折
に
触
れ
て
は
こ
の

絵
を
眺
め
続
け
、
幾
年
か
が
経
過
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
田
中
淳
氏
よ
り
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
赤
外
線
撮

影
調
査
に
つ
い
て
ご
提
案
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
作
品
の
謎
を
解
き
明
か
す
上
で
き
わ
め

て
有
効
で
あ
ろ
う
と
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
学
芸
ス
タ
ッ
フ
一
同
も
賛
同
し
、
ち
ょ
う
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三
九

ど
作
品
修
復
も
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
修
復
家
の
斎
藤
敦
氏
の
協
力
も
得
て
、
二
〇
一
〇

年
一
月
一
八
日
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
城
野
誠
治
氏
に
よ
り
ま
ず
反
射
近
赤
外
線
撮

影
が
行
わ
れ
、そ
の
あ
と
四
月
二
七
日
に
は
透
過
近
赤
外
線
撮
影
が
行
わ
れ
た
。本
稿
は
、

こ
の
撮
影
調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
判
明
し
た
事
実
を
も
と
に
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
に
つ

い
て
の
再
解
釈
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
第
一
章
で
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
か
、
何
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
か
を

ま
と
め
、
そ
し
て
第
二
章
で
、
今
回
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
新
た
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
が

可
能
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

一
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
何
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
か

　
（
一
）《
眼
の
あ
る
風
景
》
研
究
史

　

第
一
章
で
は
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
問
題
の
所
在
を

明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
作
品
の
基
本
的
な
情
報
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。《
眼
の
あ
る

風
景
》
は
、
靉
光
（
本
名
、
石
村
日
郎
、
一
九
〇
七
～
一
九
四
六
）
が
、
第
八
回
独
立
美
術

協
会
展
（
一
九
三
八
年
三
月
一
三
日
～
四
月
三
日
、
東
京
府
美
術
館
）
に
出
品
し
、
独
立
賞

を
受
賞
し
た
作
品
で
あ
る
。
大
き
さ
は
、
縦
一
〇
二
・
〇
×
横
一
九
三
・
五
cm
で
、
号
で

表
す
な
ら
ば
M
一
二
〇
号
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
キ
ャ
ン
バ
ス
に
油
彩
で
描
か
れ
、
画
面

の
右
下
に
「ai

」
と
い
う
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。
発
表
当
時
の
題
名
は
、単
に
「
風
景
」

で
あ
っ
た
。
現
在
の
題
名
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
靉
光
は

一
九
四
四
年
に
戦
争
で
召
集
さ
れ
て
中
国
に
渡
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
一
月
に
上
海
の
兵

站
病
院
で
病
死
し
、
一
九
四
九
年
に
東
京
お
よ
び
彼
の
郷
里
の
広
島
で
遺
作
展
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
と
き
友
人
の
画
家
、
井
上
長
三
郎
（
一
九
〇
六
～
一
九
九
五
）
に
よ
っ
て
本

作
は
《
目
の
あ
る
風
景
》
と
改
称
さ
れ
た
（
（
（

。

　

そ
の
後
、し
ば
ら
く
は
こ
の
表
記
が
続
く
が
、あ
る
と
き
か
ら
作
品
の
表
記
と
し
て
《
眼

挿図 1　靉光《眼のある風景》1938 年　東京国立近代美術館
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四
〇

の
あ
る
風
景
》
と
い
う
書
き
方
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
私
が
確
認
し
た
範
囲
で
は
、

最
初
に
「
眼
」
の
表
記
を
使
っ
た
の
は
針
生
一
郎
氏
で
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
『
美
術

手
帖
』
掲
載
の
「
靉
光
論
（
（
（

」
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
か
け

て
は
、
過
渡
期
的
に
「
目
」
と
「
眼
」
の
両
方
の
表
記
が
使
わ
れ
る
が
、
一
九
六
六
年
に

東
京
国
立
近
代
美
術
館
が
購
入
し
た
際
に
、
現
在
の
《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
い
う
書
き
方

で
登
録
さ
れ
、そ
の
後
は
次
第
に
、こ
の
表
記
に
落
ち
着
い
て
い
っ
た
（
（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
い
う
題
名
が
作
者
本
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、本
人
は
単
に
「
風

景
」
と
し
か
名
づ
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
以
下
、

原
則
と
し
て
《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
表
記
を
用
い
、
引
用
文
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
に

従
う
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
作
品
の
評
価
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
。
第
八
回
独
立
美
術
協
会
展

で
独
立
賞
を
受
賞
し
た
と
は
い
え
、
発
表
当
時
そ
れ
ほ
ど
一
般
の
注
目
を
集
め
た
わ
け
で

は
な
い
。
独
立
賞
を
受
賞
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
主
要
な
美
術
雑
誌
に
は
図
版

掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
（
（
（

。
靉
光
と
い
う
画
家
自
身
、
生
前
は
知
る
人
ぞ
知
る
存
在
で
、
仲
間

う
ち
で
は
一
目
置
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
般
的
な
知
名
度
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
八
年
の
日
本
美
術
会
主
催
第
二
回
日
本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
お
け
る
「
戦
争
犠

牲
美
術
家
の
特
別
陳
列
（
（
（

」
や
、
前
述
し
た
一
九
四
九
年
の
東
京
と
広
島
で
の
遺
作
展
（
（
（

、
一

九
五
五
年
の
国
立
近
代
美
術
館
で
の
「
四
人
の
作
家
」
展
（
（
（

、
そ
し
て
一
九
五
八
年
の
「
異

端
の
画
家
た
ち　

読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
十
周
年
記
念
」
展
（
（
（

な
ど
を
通
し
て
、
靉
光
は
ま

ず
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
個
性
的
な
画
家
の
ひ
と
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
画
家
自
身
の
評
価
の
形
成
期
に
お
い
て
は
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
は
、

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
彼
の
代
表
作
と
し
て
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
、
戦
争
へ
行
く
直
前
に
描
か
れ
た
三
点
の
自
画
像
や
、
一
九
四
〇
～
四
二
年
頃
に
描
か

れ
た
、
東
洋
的
な
幻
想
を
た
た
え
た
細
密
な
油
彩
画
の
ほ
う
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
《
眼
の
あ
る
風
景
》
が
彼
の
代
表
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
過
程
は
、
戦
後
に
た
び

た
び
刊
行
さ
れ
て
き
た
美
術
全
集
に
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
か
を
た
ど
る
と
、
よ
く
わ
か
る
（
表
1
）。
こ
の
掲
載
の
変
遷
か
ら
、《
眼
の
あ

る
風
景
》
が
靉
光
の
代
表
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
主
に
一
九
七
〇
年

代
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
も
、
本
作
を
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
絵
画
を
代
表
す
る
作
品
と
位
置
づ
け
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
進
め
て
い
っ
た
の
が
、
ほ
か
で
も
な
い
東
京
国
立
近
代
美
術

館
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
は
一
九
六
六
年
に
《
眼
の
あ
る
風

景
》
を
購
入
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
よ
り
、
何
度
か
本
作
を
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
絵
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
ま
ず
一
九
六
〇
年
の
「
超
現
実
絵
画
の
展
開
」

展
（
四
月
一
日
～
二
四
日
）。
こ
の
展
覧
会
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
た
日

本
の
画
家
た
ち
の
作
品
を
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
包
括
的
に
展
示
し
た
最
初
の
機
会

で
あ
り
、
靉
光
の
作
品
は
《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
《
鳥
》
の
二
点
が
展
示
さ
れ
た
。
続
い

て
一
九
六
二
年
に
開
館
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
日
本
の
絵
画
と
彫

刻
』
で
は
《
眼
の
あ
る
風
景
》
に
つ
い
て
「
こ
の
奇
怪
さ
は
エ
ル
ン
ス
ト
の
博
物
誌
的
な

幻
想
の
世
界
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
靉
光
は
、
そ
れ
ま
で
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ

ス
ム
的
な
表
現
か
ら
ぬ
け
出
し
て
、
超
現
実
的
な
傾
向
を
濃
厚
に
示
し
は
じ
め
る
の
で
あ

る
（
（（
（

」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
た
。

　

一
九
六
六
年
の
購
入
後
も
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
は
一
九
六
八
年
の
「
ダ
ダ
展
」
に

併
設
し
た
特
集
展
示
「
日
本
に
お
け
る
ダ
ダ
イ
ス
ム
か
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
」（
六

月
一
日
～
七
月
一
四
日
）
や
、
一
九
七
五
年
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」
展
（
九
月
二
七
日

～
一
一
月
一
六
日
）
に
お
い
て
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
館
の
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一

本
間
正
義
氏
は
、一
九
七
一
年
に
『
近
代
の
美
術
』
三
号
「
日
本
の
前
衛
美
術
」
の
中
で
、

こ
の
作
品
に
つ
い
て
「
超
現
実
的
な
想
念
が
強
烈
に
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
」
と
記
し
て
い

る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
《
眼
の
あ
る
風

景
》
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
が
購
入
し
た
前
後
か
ら
、
靉
光
の
代
表
作
と
し
て
、
そ

し
て
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
代
表
作
と
し
て
、
近
代
美
術
史
の
中
で

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点

が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
な
の
か
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
、
ど

書
名

出
版
社

刊
行
年

掲
載
作
品

世
界
美
術
全
集

平
凡
社

一
九
五
一
年
（
掲
載
さ
れ
ず
）

近
代
日
本
美
術
全
集

東
都
文
化
交
易

一
九
五
四
年
《
自
画
像
》

世
界
美
術
全
集

平
凡
社

一
九
五
五
年
《
鳥
》

現
代
日
本
美
術
全
集

角
川
書
店

一
九
五
六
年
《
静
物
》《
画
稿
》《
目
の
あ
る
風
景
》

世
界
美
術
全
集

角
川
書
店

一
九
六
一
年
《
鳥
》

近
代
世
界
美
術
全
集

社
会
思
想
社

一
九
六
四
年
《
梢
の
あ
る
自
画
像
》

日
本
の
名
画
洋
画
100
選

三
一
書
房

一
九
六
六
年
《
馬
》

日
本
絵
画
館

講
談
社

一
九
七
一
年
《
静
物
（
魚
の
頭
）》《
鳥
》

原
色
日
本
の
美
術

小
学
館

一
九
七
一
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》《
梢
の
あ
る
自
画
像
》

ほ
る
ぷ
日
本
の
名
画

ほ
る
ぷ
出
版

一
九
七
五
年
《
目
の
あ
る
風
景
》《
鳥
》

世
界
の
美
術

世
界
文
化
社

一
九
七
七
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》

日
本
美
術
小
辞
典

角
川
書
店

一
九
七
七
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》

原
色
現
代
日
本
の
美
術

小
学
館

一
九
八
〇
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》《
自
画
像
》《
鳥
》《
静
物
》

昭
和
の
美
術

毎
日
新
聞
社

一
九
九
〇
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》《
雉
と
果
物
》《
自
画
像
》

昭
和
の
洋
画
100
選

朝
日
新
聞
社

一
九
九
一
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》

日
本
の
近
代
美
術

大
月
書
店

一
九
九
二
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》

日
本
美
術
全
集

講
談
社

一
九
九
三
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》《
鳥
》

日
本
美
術
館

小
学
館

一
九
九
七
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》《
自
画
像
》

20
世
紀
の
美　
昭
和
の
絵
画
100
選

日
本
経
済
新
聞
社

二
〇
〇
〇
年
《
眼
の
あ
る
風
景
》

表
1　

戦
後
の
美
術
全
集
に
お
け
る
靉
光
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
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四
二

の
よ
う
な
影
響
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
っ
た
踏
み
込
ん
だ
論
考
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
長
い

間
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
画
家
と
し
て
の
靉
光
を
高
く
評
価
し
よ
う
と
す

る
動
き
自
体
は
、
こ
の
間
に
も
ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
、
菊
池
芳
一
郎
、
宮
川
寅
雄
、
朝
日
晃

の
各
氏
を
中
心
に
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
く
が
、
こ
と
《
眼
の
あ
る
風
景
》
に
関
す
る

か
ぎ
り
、
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
な
「
謎
」
が
実
証
的
に
解
き
明
か
さ
れ
た
と
は
言
い

が
た
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
変
化
が
生
じ
る
の
は
、
時
代
が
昭
和
か
ら
平
成
に
移
る
頃
の
こ
と
で

あ
る
。
一
九
八
八
年
に
練
馬
区
立
美
術
館
（
九
月
二
三
日
～
一
〇
月
二
三
日
）
と
広
島
県
立

美
術
館
（
一
〇
月
二
九
日
～
一
一
月
二
〇
日
）
で
回
顧
展
が
開
か
れ
、
広
島
の
大
井
健
地
氏

と
練
馬
の
土
方
明
司
氏
が
、
作
品
分
析
の
端
緒
を
開
い
た
（
（（
（

。
続
い
て
一
九
九
二
年
に
出
原

均
氏
が
論
文
「
靉
光
〈
目
の
あ
る
風
景
〉
と
そ
の
周
辺
」
を
発
表
し
（
（（
（

、
同
年
、
水
沢
勉
氏

が
、
や
は
り
詳
し
い
作
品
分
析
を
『
日
本
の
近
代
美
術
10　

不
安
と
戦
争
の
時
代
』（
大

月
書
店
）
の
中
で
行
っ
た
（
（（
（

。

　

さ
ら
に
、
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
の
江
川
佳
秀
氏
（
（（
（

や
、
広
島
県
立
美
術
館
の
藤
崎
綾

氏
（
（（
（

な
ど
、
靉
光
に
つ
い
て
実
証
的
に
研
究
す
る
学
芸
員
が
増
え
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
に

は
生
誕
一
〇
〇
年
の
回
顧
展
が
東
京
・
宮
城
・
広
島
で
開
催
さ
れ
る
に
至
り
（
（（
（

、
私
も
本
稿

冒
頭
で
触
れ
た
通
り
こ
れ
に
関
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
じ
て
、《
眼
の
あ
る
風
景
》

に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
分
析
や
解
釈
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
と
は
い
え
結

論
は
出
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
何
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
何
が
問
題

と
さ
れ
て
き
た
の
か
。

　
（
二
）
何
が
描
か
れ
て
い
る
か

　

ま
ず
は
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の
特
定
、
と
り
わ
け
画
面
の
大
部
分
を
占

め
る
肉
の
よ
う
な
岩
山
の
よ
う
な
不
定
形
の
物
体
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
述
の
出
原
氏
お
よ
び
水
沢
氏
の
論
文
が
整
理
し
て
い
る
通
り
、
こ
れ

ま
で
大
き
く
分
け
て
、
ラ
イ
オ
ン
説
と
木
の
根
説
の
二
つ
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。

　

靉
光
は
一
九
三
六
年
以
降
、
上
野
動
物
園
に
通
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
ス
ケ
ッ
チ

し
、
と
り
わ
け
ラ
イ
オ
ン
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
多
数
の
作
品
を
描
い
て
い
た
。
一
九
三
六
年

四
月
の
第
六
回
独
立
美
術
協
会
展
に
二
点
、
同
年
五
月
の
中
央
美
術
展
に
一
点
、
同
年
一

一
月
の
芸
州
美
術
協
会
展
に
一
二
点
（
う
ち
一
点
は
中
央
美
術
展
出
品
作
）、
一
九
三
七
年

三
月
の
第
七
回
独
立
美
術
協
会
展
に
一
点
の
出
品
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
現
存
が
確

認
で
き
る
の
は
中
央
美
術
展
出
品
の
《
シ
シ
》（
挿
図
2
）
お
よ
び
三
点
の
小
品
の
み
で

挿図 2　靉光《シシ》1936 年　個人蔵（東京国立近代美術館寄託）
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め
ぐ
っ
て
（
上
）

267

四
三

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ラ
イ
オ
ン
の
姿
を
説
明
的
に
描
写
す
る
も
の
で
は
な
く
、
闇
の
中
か

ら
体
の
一
部
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
特
異
な
描
き
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
白
黒
図

版
の
み
確
認
で
き
る
独
立
美
術
協
会
展
出
品
作
も
、
仰
向
け
に
転
倒
し
て
い
た
り
（
第
六

回
展
／
挿
図
3
）、
横
た
わ
っ
て
内
臓
を
露
出
さ
せ
て
い
た
り
（
第
七
回
展
／
挿
図
4
）
す

る
な
ど
、
き
わ
め
て
奇
妙
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ラ
イ
オ
ン
の
イ
メ
ー

ジ
の
延
長
線
上
に
《
眼
の
あ
る
風
景
》
が
描
か
れ
た
と
考
え
る
研
究
者
は
多
い
。

　

出
原
氏
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
オ
ン
説
の
嚆
矢
は
一
九
五
八
年
の
針
生
一
郎
氏
に
よ
る
「
靉

光
論
」
で
、
そ
の
中
に
は
「
三
八
年
の
『
眼
の
あ
る
風
景
』
は
、
お
そ
ら
く
ラ
イ
オ
ン
の

モ
チ
ー
フ
か
ら
出
発
し
て
も
っ
と
も
遠
い
地
点
に
達
し
た
作
品
だ
ろ
う
（
（（
（

」
と
い
う
記
述
が

あ
る
。
続
い
て
一
九
六
五
年
に
、
菊
池
芳
一
郎
氏
が
「
こ
の
図
の
右
端
中
程
に
、
少
し
く

ラ
イ
オ
ン
の
顔
が
の
ぞ
け
て
い
る
。
キ
エ
夫
人
が
彼
の
た
め
に
、
ラ
イ
オ
ン
の
古
キ
ャ
ン

を
二
枚
合
せ
て
、
ミ
シ
ン
が
け
に
し
て
や
っ
た
も
の
だ
（
（（
（

」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
具
体
的
な

指
摘
の
た
め
、
宮
川
寅
雄
氏
を
は
じ
め
こ
の
説
を
踏
襲
す
る
論
者
が
続
い
た
が
、
し
か
し

一
九
七
八
年
に
ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
氏
は
こ
れ
に
反
駁
し
、
実
際
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
は
継
ぎ

目
が
な
い
こ
と
、
画
面
右
端
の
ラ
イ
オ
ン
の
顔
に
見
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
印
刷
画
面

上
の
錯
覚
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
（
（（
（

。

　

出
原
氏
は
こ
の
ヨ
シ
ダ
氏
の
指
摘
を
紹
介
し
た
上
で
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
が
「
古
キ

ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
こ
に
ラ
イ
オ
ン
が
描
か
れ
て
い
た
可
能

性
が
直
ち
に
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
、「
実
際
、
こ
れ
ら
が
解
明
さ
れ
る
に

は
、
赤
外
線
や
X
線
に
よ
る
科
学
的
な
調
査
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
述

挿図 3　靉光《ライオン》1936 年　第 6 回独立美術協会展出品

挿図 4　靉光《ライオン》1937 年　第 7 回独立美術協会展出品

挿図 5　靉光《ライオン》1936 年　個人蔵
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四

べ
た
（
（（
（

。
ま
さ
に
そ
の
赤
外
線
撮
影
調
査
が
今
回
行
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
果
は
第
二

章
で
報
告
す
る
。
出
原
氏
は
ま
た
ヨ
シ
ダ
氏
の
説
を
受
け
な
が
ら
、《
眼
の
あ
る
風
景
》

が
「
ラ
イ
オ
ン
の
連
作
と
形
態
的
な
関
連
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
決
し
て
否
定
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
原
田
光
氏
に
よ
る
、
第
七
回
独
立
美
術
協
会
展
出
品
作
（
挿

図
4
）
と
の
類
似
の
指
摘
（
（（
（

を
紹
介
し
、
さ
ら
に
自
身
の
考
え
と
し
て
、
第
六
回
独
立
美
術

協
会
展
出
品
の
二
点
の
ラ
イ
オ
ン
の
う
ち
、
仰
向
け
の
姿
勢
の
ラ
イ
オ
ン
（
挿
図
3
）
の

下
半
身
と
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
画
面
右
半
分
の
形
態
上
の
類
似
を
指
摘
し
た
（
（（
（

。

　

水
沢
氏
も
、
原
田
、
出
原
両
氏
の
説
を
整
理
し
た
後
、
や
は
り
第
七
回
独
立
美
術
協
会

展
の
《
ラ
イ
オ
ン
》
の
腰
の
部
分
や
、
現
存
す
る
小
品
の
《
ラ
イ
オ
ン
》
の
う
ち
横
長
の

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品
（
挿
図
5
）
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
（
（（
（

。
以
上
の
よ
う
に
《
ラ
イ

オ
ン
》
連
作
と
《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
を
関
連
づ
け
る
論
者
は
多
く
、
ラ
イ
オ
ン
の
描
写

か
ら
制
作
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
が
ら
、
描
き
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
次
第
に
変
形
し
て
い

っ
て
、
最
終
的
に
現
在
の
よ
う
な
謎
め
い
た
形
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の

が
、
こ
れ
ま
で
の
有
力
な
説
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
木
の
根
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い
う
説
も
存
在
す
る
。
こ
の
説
が
見
過
ご
せ

な
い
の
は
、
靉
光
に
近
し
い
友
人
に
よ
る
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
回
想
と
し
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
画
家
の
森
鵄
光
（
一
八
九
三
～
一
九
八
五
）
に
よ
る

も
の
で
、
森
は
一
九
三
一
～
三
三
年
頃
、
靉
光
と
同
じ
池
袋
の
培
風
寮
と
い
う
ア
パ
ー
ト

に
住
ん
で
い
た
。
大
井
健
地
氏
に
よ
れ
ば
、森
は
次
の
よ
う
な
手
稿
を
残
し
て
い
る
。「
寮

の
横
は
雑
草
が
茂
る
相
当
広
い
空
地
で
、
そ
の
奥
ま
っ
た
所
に
植
木
屋
が
あ
っ
た
。
大
樹

の
切
り
倒
し
た
後
の
切
り
株
を
掘
り
起
し
て
、
捨
て
て
あ
っ
た
の
を
私
と
靉
光
と
で
靉
光

の
部
屋
に
担
ぎ
上
げ
て
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
根
の
一
部
分
に
泥
と
小
石
が
詰
ま
っ
て

い
た
の
で
、
私
が
小
刀
で
除
け
た
の
で
、
そ
の
時
靉
光
が
こ
こ
に
眼
を
入
れ
た
ら
絵
に
な

ら
な
い
か
と
言
っ
た
。
培
風
寮
時
代
に
『
眼
の
あ
る
風
景
』
の
構
想
が
出
来
た
（
（（
（

」。

　

二
〇
〇
七
年
の
「
生
誕
一
〇
〇
年　

靉
光
展
」
の
際
に
、
私
も
森
鵄
光
の
ご
子
息
よ
り

話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
、
森
鵄
光
の
書
き
残
し
た
図
入
り
の
メ
モ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

（
挿
図
6
）。
こ
こ
に
は《
眼
の
あ
る
風
景
》を
左
右
二
つ
の
塊
で
示
し
た
略
図
が
記
さ
れ
、

「
目
の
あ
る
風
景
の
右
側
は
、
森
と
一
緒
に
近
所
の
植
木
屋
の
垣
根
の
所
に
ほ
っ
て
あ
っ

た
根
っ
子
を
靉
光
の
部
屋
へ
運
ぶ
」
と
あ
る
。

　

大
井
氏
は
基
本
的
に
ラ
イ
オ
ン
説
に
立
ち
な
が
ら
、
こ
の
森
に
よ
る
木
の
根
説
も
否
定

せ
ず
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。「『
眼
の
あ
る
風
景
』
の
山
塊
は
ラ
イ
オ
ン
で
あ
り
同

時
に
枯
木
で
も
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
動
物
で
も
あ
り
植
物
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
じ
っ
さ
い
、
ラ
イ
オ
ン
だ
、
枯
木
だ
の
と
限
定
し
な
く
て
も
、
た
と
え
ば
中
央
の

眼
の
す
ぐ
右
の
皺
文
は
、
生
き
物
の
ネ
ロ
ネ
ロ
し
た
内
臓
の
皺
を
思
わ
せ
る
し
、
そ
の
ま

た
右
の
部
分
は
、
同
年
の
制
作
に
な
る
『
か
り
ん
』
や
以
後
の
静
物
画
に
描
か
れ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
柘
榴
、
梨
の
類
の
野
の
果
実
の
変
則
的
な
球
体
を
連
想
さ
せ
も
す
る
。
動
物
的

性
格
と
植
物
的
性
格
の
両
方
を
こ
の
山
塊
風
景
が
妊
み
こ
ん
で
い
る
と
し
て
よ
い
（
（（
（

」。

　

土
方
明
司
氏
も
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
画
面
右
下
の
、
暗
い
丸
い
穴
の
周
囲
の
形
に

つ
い
て
「
巨
大
な
魚
の
化
石
が
虚
無
の
深
遠
を
窺
わ
せ
る
眼
窩
を
晒
し
、
尾
び
れ
を
捩
じ

曲
げ
て
横
た
わ
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
由
来
に
つ
い
て
「
靉
光
の
ア

ト
リ
エ
に
は
、
鳥
の
死
骸
や
魚
の
干
物
、
石
こ
ろ
な
ど
が
い
つ
も
散
乱
し
、
と
き
に
は
何

挿図 6　森鵄光による《眼のある風
景》に関するメモ
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五

日
も
人
に
会
う
こ
と
を
拒
み
、
こ
れ
ら
の
も
の
と
対
峙
し
た
と
い
う
。
密
室
に
生
起
す
る

イ
メ
ー
ジ
の
変
貌
が
こ
の
作
品
で
あ
る
（
（（
（

」
と
推
察
し
た
。
土
方
氏
も
言
及
し
て
い
る
よ
う

に
、
靉
光
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ラ
ク
タ
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
絵

の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
多
く
の
関
係
者
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
証
言
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

花
岡
謙
二
「
そ
の
部
屋
が
ま
た
頗
る
つ
き
の
乱
雑
さ
で
、
木
の
枯
ぼ
く

0

0

0

が
で
ん
と
真

ン
中
に
が
ん
ば
っ
て
い
た
り
、
そ
の
周
辺
に
す
が
れ
た

0

0

0

0

草
花
や
、
魚
の
ミ

イ
ラ
な
ど
が
こ
ろ
が
っ
て
い
た
り
し
た
（
（（
（

」

鶴
岡
政
男
「
小
石
川
白
山
神
社
裏
の
二
階
、
十
畳
位
の
画
室
に
は
彼
の
モ
チ
ー
フ
で

あ
る
枯
れ
た
草
木
や
、
黒
い
石
こ
ろ
、
目
刺
や
目
の
出
た
馬
鈴
薯
な
ど
が

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
転
が
っ
て
い
て
そ
の
上
に
は
天
井
か
ら
日
乾
び
た
雉
が

下
っ
て
い
る
。
西
日
の
あ
た
る
窓
の
外
に
は
鷺
が
つ
る
し
て
あ
っ
て
骨
に

付
い
て
い
る
羽
が
ふ
わ
り
ふ
わ
り
動
い
て
い
る
（
（（
（

」

伊
賀
上
茂
「
う
す
暗
い
画
室
に
は
、
ひ
か
ら
び
た
花
や
魚
の
骨
や
、
天
井
か
ら
つ
り

下
げ
た
山
鳥
の
死
骸
な
ど
が
、
画
架
の
間
に
ひ
し
め
い
て
い
て
、
何
か
異

様
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
（
（（
（

」

　

こ
の
よ
う
な
、
ア
ト
リ
エ
に
散
乱
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ラ
ク
タ
＝
オ
ブ
ジ
ェ
を
モ

テ
ィ
ー
フ
と
し
て
制
作
が
開
始
さ
れ
、
描
き
進
め
て
い
く
う
ち
に
次
第
に
不
思
議
な
物
体

へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
大
井
氏
は
前
述
の
文
章

に
お
い
て
「
ラ
イ
オ
ン
で
あ
り
同
時
に
枯
木
で
も
あ
っ
た
」
と
言
い
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
ガ

ラ
ク
タ
の
イ
メ
ー
ジ
も
「
妊
み
こ
ん
で
い
る
」
と
し
て
、
元
と
な
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
あ
え

て
単
一
に
絞
っ
て
い
な
い
が
、
出
原
氏
は
同
じ
よ
う
な
立
場
を
と
り
つ
つ
、
以
上
に
見
て

き
た
よ
う
に
複
数
の
イ
メ
ー
ジ
源
が
想
像
で
き
る
こ
と
を
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
画
家

サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
が
用
い
た
「
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
」
の
手
法
と
関
連
づ
け
て
、
む

し
ろ
積
極
的
に
評
価
し
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳

し
く
考
察
す
る
と
し
て
、
も
し
本
当
に
靉
光
が
ダ
リ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
「
ダ
ブ
ル
・

イ
メ
ー
ジ
」
を
ね
ら
っ
て
描
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、「
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
？
」
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
解
答
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
実
際

の
と
こ
ろ
、大
井
氏
、出
原
氏
の
他
に
も
、同
様
の
考
え
方
を
と
る
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。

　

水
沢
勉
氏
は
「
隠
さ
れ
た
形
態
の
た
ね
明
か
し
の
妥
当
性
を
問
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
自
作
か
ら
の
形
態
の
記
憶
が
利
用
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
、
そ
れ

が
、
す
ぐ
に
そ
れ
と
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
巧
み
に
消
去
さ
れ
、
ま
っ
た
く
未
知
の
造

形
へ
と
、
靉
光
が
、
こ
の
作
品
で
断
固
と
し
て
歩
を
進
め
た
と
い
う
一
事
を
確
認
す
る
こ

と
の
ほ
う
が
は
る
か
に
重
要
だ
ろ
う
（
（（
（

」と
結
論
づ
け
て
い
る
。
他
に
も
山
梨
俊
夫
氏
は「
こ

の
絵
の
『
風
景
』
が
、
も
と
は
ど
ん
な
形
か
ら
発
生
し
た
の
か
詮
索
す
る
の
は
、
あ
ま
り

意
味
が
な
い
」
と
し
て
「
明
確
な
物
の
形
を
結
ば
な
い
」
こ
と
の
重
要
性
の
ほ
う
を
強
調

し
（
（（
（

、
同
様
に
多
木
浩
二
氏
は
「
こ
の
絵
の
面
白
さ
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
形
の
曖
昧
さ
、

不
安
定
さ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ
「
不
定
形
の
塊
が
形
を
な
そ
う
と

す
る
よ
う
な
変
容
、
あ
る
い
は
逆
に
、
形
の
あ
る
も
の
が
形
を
失
っ
て
崩
壊
し
て
い
く
よ

う
な
過
程
」
に
注
目
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
指
摘
は
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
で
、
あ
と
で
改
め
て
こ

の
問
題
に
立
ち
戻
り
た
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
作
品
の
不
思
議
な
塊
の
部
分

が
何
に
由
来
す
る
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ラ
イ
オ
ン
説
と
木
の
根
説
が
あ
り
、
そ
し
て

木
の
根
と
一
緒
に
靉
光
の
ア
ト
リ
エ
に
散
乱
し
て
い
た
ガ
ラ
ク
タ
の
類
も
、
モ
テ
ィ
ー
フ

と
し
て
考
慮
に
入
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

続
い
て
、
画
面
の
中
で
唯
一
、
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
眼
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

こ
れ
が
誰
の
眼
を
表
し
た
も
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
主
な
も
の
を
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四
六

列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

瀬
木
慎
一
「
異
様
な
目
や
ラ
イ
オ
ン
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
他
な
ら
ぬ
、
フ
ァ
シ
ス
ト

の
正
体
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
（
（（
（

」

原
田　

実
「
真
ん
中
に
見
ひ
ら
く
ひ
と
つ
の
眼
こ
そ
、
こ
う
し
た
非
条
理
と
自
己
と

の
不
可
避
的
な
出
会
い
の
劇
を
見
と
ど
け
よ
う
が
た
め
、
ひ
と
つ
の
視
点

と
化
し
た
靉
光
の
う
ち
な
る
“
画
家
”
で
は
な
か
っ
た
か
（
（（
（

」

本
間
正
義
「
こ
の
真
中
に
開
い
た
目
は
、
自
由
な
幻
想
を
見
極
め
る
窓
と
し
て
、
作

者
自
身
の
目
を
は
め
こ
ん
だ
も
の
の
よ
う
に
思
え
ま
す
（
（（
（

」

山
下
菊
二
「
こ
の
〈
眼
〉
は
靉
光
を
監
視
す
る
体
制
の
眼
で
あ
る
と
同
時
に
、
外
部

が
ど
ん
な
ふ
う
に
動
い
て
い
っ
て
も
自
分
は
そ
れ
に
の
み
こ
ま
れ
ま
い
と

す
る
作
家
主
体
の
決
意
が
投
射
さ
れ
た
、
ス
パ
ー
ク
す
る
よ
う
な
か
ら
み

あ
い
の
反
映
で
も
あ
る
（
（（
（

」

原
田　

光
「
虹
彩
に
緑
色
を
た
め
た
爬
虫
類
の
目
が
、
薄
気
味
悪
く
こ
ち
ら
側
を
う

か
が
っ
て
い
る
（
中
略
）
そ
れ
は
お
そ
ら
く
靉
光
の
自
意
識
の
、
そ
れ
ま

で
の
抑
圧
に
た
い
す
る
反
発
的
な
表
現
だ
が
、
こ
の
目
の
生
ま
生
ま
し
い

効
果
の
た
め
に
、
か
え
っ
て
絵
の
全
体
は
現
実
か
ら
は
な
れ
、
虚
構
に
な

っ
て
い
っ
て
い
る
（
（（
（

」

土
方
明
司
「
対
象
の
変
容
を
見
届
け
る
靉
光
自
身
の
眼
で
あ
ろ
う
か
（
（（
（

」

粟
津
則
雄
「
画
家
は
、
限
り
な
い
変
身
の
運
動
の
総
体
で
あ
る
自
分
自
身
と
、
そ
れ

を
眺
め
る
自
分
の
ま
な
ざ
し
と
を
共
に
描
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
れ
は
一
種
独
特
の
自
画
像
で
あ
る
と
言
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
（
（（
（

」

窪
島
誠
一
郎
「
そ
こ
に
光
る
眼
光
は
靉
光
自
身
の
光

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
（
（（
（

」

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
論
者
は
、
靉
光
と
い
う
画
家
個
人
と
社
会
と
の

関
係
、
つ
ま
り
戦
争
と
い
う
時
代
の
中
で
彼
が
社
会
と
の
間
で
感
じ
て
い
た
抑
圧
感
に
着

目
し
な
が
ら
、
こ
の
眼
の
主
体
を
、
靉
光
本
人
と
し
た
り
、
自
由
な
表
現
を
抑
圧
し
よ
う

と
す
る
体
制
の
監
視
の
目
だ
っ
た
り
と
解
釈
し
て
き
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
定
説
は
確
立

し
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
出
原
均
氏
と
新
関
公
子
氏
が
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
源
を
推
測
し
て
お
り
興
味
深
い
。

　

出
原
氏
は
、『
み
づ
ゑ
』
三
九
〇
号
（
一
九
三
七
年
八
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
ル
ネ
サ
ン

ス
時
代
の
彫
刻
家
グ
ウ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
天
空
に
眼
が
浮
か
ぶ
版
画
作
品
（
挿
図
7
）
を
靉

光
が
参
考
に
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。
出
原
氏
は
ま
た
《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
空

の
部
分
に
、
杏
の
よ
う
な
形
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
も

と
も
と
は
空
中
に
眼
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
あ
と
現
状
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
も
推
察
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

一
方
で
新
関
氏
は
、
ゲ
ー
テ
の
『
光
学
論
考
』
の
付
録
図
版
集
表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
、

雲
の
中
に
見
開
か
れ
た
眼
の
描
か
れ
て
い
る
図
版
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。
雲
と
い

挿図 7　出原均氏が《眼のある風景》のイメージ源の
可能性を指摘したグウジョンの木版画　1543 年
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七

う
不
定
形
な
塊
と
眼
と
の
と
り
あ
わ
せ
は
、
た
し
か
に
《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
た
い
へ
ん

よ
く
似
て
お
り
興
味
深
い
の
だ
が
、
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
、
靉
光
が
ゲ
ー
テ

を
参
照
し
た
と
結
論
を
急
ぐ
の
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
新
関
氏
も

論
文
中
で
認
め
て
い
る
通
り
、こ
の
図
版
は
当
時
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
改
造
社
の『
ゲ

ー
テ
全
集
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
靉
光
は
あ
ま
り
読
書
家
で
は
な
か
っ
た
こ

と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
（
（（
（

、
靉
光
が
こ
の
ゲ
ー
テ
の
図
版
を
見
て
い
た
可
能
性
は
き
わ
め
て

低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

で
は
出
原
氏
の
説
が
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
空
の
部
分
の
眼
ら
し
き
痕
跡
に
つ
い
て

は
、
出
原
氏
は
慎
重
に
「
問
題
提
起
に
と
ど
め
、
以
後
の
調
査
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
」

と
し
て
い
た
が
、
今
回
の
赤
外
線
撮
影
の
結
果
は
第
二
章
で
見
て
い
く
と
し
て
、
本
章
で

は
以
下
、
出
原
氏
が
こ
の
眼
の
イ
メ
ー
ジ
源
と
関
連
し
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
関

係
に
触
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
（
三
）
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
関
係
は

　

出
原
氏
は
、『
み
づ
ゑ
』
に
掲
載
さ
れ
た
グ
ウ
ジ
ョ
ン
の
作
品
図
版
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
近
代
美
術
館
の
展
覧
会
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
、
ダ
ダ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
」
展
（
一
九
三
六
年
）
か
ら
の
転
載
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
人
間
の
目
を
そ
れ

と
は
無
関
係
に
岩
塊
の
中
に
配
置
す
る
と
い
う
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
手
法
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
の
影
響
を
認
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
前
節
で
も
触
れ
た
、「
ラ
イ
オ
ン
の
形
態
を
岩
塊
の
よ
う
な
風
景
に
見
立
て
る
」

ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
の
手
法
や
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
画
面
右
端
に
わ
ず
か
に
見
え
る
地

平
線
に
つ
い
て
も
、ダ
リ
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
、出
原
氏
は
「
自

己
の
表
現
世
界
を
追
及
し
て
い
く
過
程
で
独
自
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
消
化
し
て
い
っ

た
点
に
お
い
て
、
靉
光
の
〈
目
の
あ
る
風
景
〉
は
、
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
代
表

作
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
（（
（

」
と
結
論
づ
け
た
。

　

た
だ
し
出
原
氏
は
、
そ
の
後
の
別
の
論
文
で
、
靉
光
が
《
眼
の
あ
る
風
景
》
を
発
表
し

た
際
に
は
、
彼
を
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
文
脈
で
捉
え
る
批
評
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
を
向
け
て
い
る
。
美
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
第
八
回
独
立
美
術
協
会
展
評
の
う

ち
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
に
言
及
し
て
い
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

高
畠
達
四
郎
「
靉
光
氏
は
何
時
も
立
派
な
仕
事
を
す
る
。
立
派
な
技
術
の
所
有
者
で

あ
る
事
も
大
い
に
認
め
様
（
（（
（

」

山
口　

薫
「
古
典
の
技
術
の
持
つ
魅
力
の
豊
富
さ
に
改
め
て
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
も

の
を
見
せ
て
ゐ
る
作
者
に
靉
光
氏
の
存
在
が
あ
る
。
最
も
印
象
の
中
に
深

く
刻
ま
れ
た
作
で
あ
る
。
只
フ
オ
ル
ム
の
整
備
が
欠
け
て
ゐ
た
や
う
だ
。

前
面
的
飛
躍
の
精
神
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
（
（（
（

」

林　

達
郎
「
靉
光
氏
の
『
風
景
』
は
暗
鬱
だ
が
し
つ
か
り
し
た
鋭
い
感
じ
を
示
し
て

ゐ
る
（
（（
（

」

松
島
一
郎
「
靉
光
君
は
毎
年
一
点
で
あ
る
が
、
完
成
し
た
技
巧
、
優
作
（
（（
（

」

　

出
原
氏
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
「
当
時
の
評
論
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、

靉
光
の
作
品
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
中
心
に
も
、
ま
し
て
や
最
先
端
に
い
た
わ
け
で

も
な
か
っ
た
（
（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
当
時
の
一
般
的
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
理
解
と
、
靉
光
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
と
の
「
ず
れ
」
を
示
す
も
の
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

こ
の
時
期
の
靉
光
の
仕
事
を
、
同
時
代
に
お
い
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
文
脈
か
ら
評

価
し
た
の
は
、
広
島
在
住
の
先
輩
画
家
、
山
路
商
（
一
九
〇
三
～
一
九
四
四
）
た
だ
ひ
と

り
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
山
路
は
、
広
島
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
『
實
現
』
の
一
九
三
八
年
四
月
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号
で
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
広
島
で
開
か
れ
た
靉
光
の
個
展
（
中
国
新
聞
社
、
四
月
五
日
、

六
日
）
を
評
し
て
「『
開
こ
ん
』『
大
地
』『
化
石
』『
飛
躍
』『
化
木
』『
肖
像
』
な
ど
の
偏

執
狂
批
判
的
方
法
、
異
常
性
、
不
可
解
性
は
、
サ
ル
バ
ド
ル
・
ダ
リ
、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル

ン
ス

（
マ
マ
）、

等
へ
の
肉
薄
を
示
し
」
と
指
摘
し
て
、「
な
る
べ
く
早
く
、
ダ
リ
、
エ
ル
ン
ス
ト

を
踏
み
に
ぢ
つ
て
前
進
し
て
く
れ
給
へ
」
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
た
し
か
に
、
こ
の
個
展
の
と

き
の
靉
光
自
筆
の
展
示
図
面
（
挿
図
8
）
を
見
る
と
、
山
路
が
挙
げ
た
作
品
の
略
画
に
は

い
く
ぶ
ん
《
眼
の
あ
る
風
景
》
に
通
じ
る
雰
囲
気
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
残

念
な
が
ら
戦
災
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
山
路
が
言
及
し
た
作
品
の
中
で
唯
一
現

存
し
て
い
る
《
肖
像
（
貴
婦
人
）》（
挿
図
9
）
を
見
る
と
、や
は
り
再
現
描
写
を
逸
脱
し
た
、

解
体
の
途
中
に
あ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
靉
光
が
集
中
し
て

《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
同
傾
向
の
探
求
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
《
眼
の
あ
る
風
景
》
発
表
当
時
の
、
靉
光
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
関
係
を
示
す
証
言

は
、
こ
の
山
路
の
文
章
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
生
前
の
靉
光
と
交
流
の
あ
っ

た
人
物
た
ち
の
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
回
想
の
中
に
、
い
く
つ
か
認
め
る
こ
と
が
で
き

挿図 8　靉光　中国新聞社での個展会場図面（部分）1938 年

挿図 9　靉光《肖像（貴婦人）》1938 年頃　個人蔵
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靉
光
《
眼
の
あ
る
風
景
》
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）

273

四
九

る
。

瀧
口
修
造
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
か
れ
が
聴
き
と
っ
た
声
も
実
に
靉
光
独
特
の

も
の
で
あ
っ
た
。
ほ
ん
と
う
の
と
こ
ろ
、
か
れ
の
エ
ル
ン
ス
ト
の
受
け
と

り
方
に
は
唐
突
な
も
の
を
感
じ
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
（
（（
（

」

井
上
長
三
郎
「
超
現
実
派
の
セ
リ
グ
マ
ン
の
硝
子
絵
に
負
う
と
こ
ろ
（
（（
（

」

　

前
述
の
山
路
の
言
及
も
含
め
れ
ば
、
具
体
的
に
靉
光
と
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
画
家
は
ダ
リ
、
エ
ル
ン
ス
ト
、
セ
リ
グ
マ
ン
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ

ら
三
人
と
靉
光
と
の
影
響
関
係
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ダ
リ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ
て
い
る
よ
う
に
出
原
氏
が
具
体
的
に
影
響
関
係
を
指

摘
し
て
い
る
。
出
原
氏
は
、瀧
口
修
造「
サ
ル
ウ
ァ
ド
ル
・
ダ
リ
と
非
合
理
性
の
絵
画
」（『
み

づ
ゑ
』
三
七
六
号
、
一
九
三
六
年
六
月
）、
同
「
超
現
実
造
型
論
」（『
み
づ
ゑ
』
三
七
九
号
、

一
九
三
六
年
九
月
）
な
ど
を
通
し
て
靉
光
が
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
を
学
び
、
ラ
イ
オ
ン
の

形
態
を
岩
塊
の
よ
う
な
風
景
に
見
立
て
る
な
ど
の
応
用
を
《
眼
の
あ
る
風
景
》
で
行
っ
た

と
推
測
し
て
い
る
。
た
だ
し
出
原
氏
は
ダ
リ
の
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
と
靉
光
の
そ
れ
と
の

違
い
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ダ
リ
の
よ
う
に
二
重
像
（
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー

ジ
）
を
観
客
に
見
せ
る
た
め
の
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
む
し
ろ
、
マ
チ
エ
ー
ル
の
上
で

自
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
と
い
う
作
画
の
方
法
と
し
て
（
（（
（

」
こ
の
よ
う
な
描
き
方
を

し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
ダ
リ
の
ダ
ブ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
る
も
の
が

別
の
も
の
に
見
え
て
し
ま
う
と
い
う
認
識
の
あ
り
方
の
中
に
、
見
る
者
の
隠
さ
れ
た
欲
望

や
不
安
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
、
○
○
で
あ
る
の
に
○
○
に

も
見
え
る
、
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
が
、
見
る
者
に
は
っ
き
り
認
識
で
き
て
は
じ
め
て
成
立
す

る
手
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
場
合
は
、
描
か
れ
て
い
る
も
の

が
何
で
あ
る
か
、
は
っ
き
り
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ラ
イ
オ
ン
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
木
の
根
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
し
た
も
の
を
描
き
進
め
て

い
る
う
ち
に
、
次
第
に
「
風
景
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
制
作
上
の
ヒ
ン
ト
と
い

う
わ
け
だ
。

　

出
原
氏
は
ま
た
《
眼
の
あ
る
風
景
》
画
面
右
端
の
地
平
線
に
注
目
し
、「
ダ
リ
に
影
響

を
受
け
た
日
本
の
多
く
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
が
し
ば
し
ば
同
様
の
地
平
線
を
描
い
て
い

る
。
靉
光
が〈
目
の
あ
る
風
景
〉に
お
い
て
め
ず
ら
し
く
地
平
線
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
、

ダ
リ
の
直
接
的
な
影
響
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
、
水
沢
勉
氏
も
こ
の
説
を

支
持
し
て
い
る
。
こ
の
地
平
線
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
赤
外
線
調
査
を
ふ
ま
え
て
第
二
章

で
検
討
し
た
い
。

　

続
い
て
山
路
商
や
瀧
口
修
造
が
言
及
し
て
い
る
エ
ル
ン
ス
ト
に
つ
い
て
だ
が
、
具
体
的

に
は
森
を
描
い
た
連
作
と
の
影
響
関
係
を
指
摘
で
き
る
。
エ
ル
ン
ス
ト
の
実
作
が
日
本
で

初
め
て
公
開
さ
れ
た
の
は
、一
九
三
二
年
の
「
巴
里
東
京
新
興
美
術
展
」（
東
京
府
美
術
館
、

一
二
月
六
日
～
二
〇
日
、
以
後
各
地
巡
回
）
に
お
け
る
《
森
と
太
陽
》（
挿
図
10
）
と
《
花
》

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
白
黒
図
版
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
彼
の
作
品
は
、
当
時

の
若
い
画
家
た
ち
に
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
そ
の
数
ヶ
月
後

の
第
三
回
独
立
美
術
協
会
展
に
は
、
靉
光
の
友
人
の
井
上
長
三
郎
が
、
さ
っ
そ
く
《
森
と

太
陽
》
を
下
敷
き
に
し
た
と
お
ぼ
し
き
《
森
と
煙
突
》
を
出
品
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
エ

ル
ン
ス
ト
の
作
品
に
お
い
て
は
、
グ
ラ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
（
凹
凸
の
あ
る
物
体
の
上
に
キ
ャ
ン
バ

ス
を
置
い
て
、
そ
の
上
に
絵
具
を
の
せ
て
ヘ
ラ
で
擦
り
と
る
こ
と
で
、
凹
凸
模
様
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
技
法
）
が
採
用
さ
れ
て
お
り
（
（（
（

、
そ
れ
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
模
様
か

ら
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
・
展
開
さ
せ
て
、
そ
の
あ
と
空
の
部
分
を
塗
り
つ
ぶ
す
こ
と
で
森
の

輪
郭
を
決
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
井
上
の
場
合
は
、
単
純
に
エ
ル
ン
ス
ト
の
イ
メ
ー

ジ
を
表
面
的
に
ま
ね
て
筆
で
描
く
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
靉
光
の
《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
場
合
は
、
グ
ラ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
こ
そ
使

わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
画
面
の
大
部
分
を
占
め
る
不
定
形
の
塊
は
、
絵
具
を
何
度
も
塗

っ
て
は
削
る
と
い
う
作
業
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
複
雑
な
絵
肌
と
な
り
、
結
果
的
に
グ
ラ

ッ
タ
ー
ジ
ュ
と
似
た
よ
う
な
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
空
の
部
分
の
色
を
後

か
ら
塗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
塊
と
空
と
の
境
界
線
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
エ

ル
ン
ス
ト
の
描
き
方
に
き
わ
め
て
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
共
通
す
る
の
は
境
界

線
の
塗
り
方
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
エ
ル
ン
ス
ト
の
作
品
で
は
し
ば
し
ば
森
の
中
に
う
ご
め

く
鳥
や
怪
物
の
眼
が
、
空
と
同
じ
色
の
絵
具
で
塗
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
穴
が
あ
い
た
よ
う

に
空
虚
な
眼
と
し
て
表
さ
れ
る
が
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
中
央
の
眼
の
す
ぐ
左
脇
に
も
、

そ
れ
と
ひ
じ
ょ
う
に
よ
く
似
た
小
さ
な
円
形
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
エ

ル
ン
ス
ト
の
森
の
連
作
と
《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
類
似
に
つ
い
て
は
、二
〇
〇
七
年
の
「
生

誕
一
〇
〇
年　

靉
光
展
」
の
際
に
出
原
氏
が
指
摘
し
（
（（
（

、
私
も
同
様
の
指
摘
を
同
展
カ
タ
ロ

グ
で
行
っ
た
（
（（
（

。

　

な
お
、
エ
ル
ン
ス
ト
の
森
の
連
作
は
、
一
九
三
二
年
の
「
巴
里
東
京
新
興
美
術
展
」
以

後
も
、
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
七
年
に
瀧
口
修
造
と
山
中
散
生
に
よ
っ
て

企
画
さ
れ
た
「
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
」（
六
月
九
日
～
一
四
日
、
銀
座
・
日
本
サ
ロ
ン
、

以
後
各
地
巡
回
）
で
グ
ワ
ッ
シ
ュ
の
小
品
が
展
示
さ
れ
、
ま
た
瀧
口
修
造
「
マ
ッ
ク
ス
・

エ
ル
ン
ス
ト
」（『
み
づ
ゑ
』
三
八
七
号
、
一
九
三
七
年
五
月
）
で
は
、
複
数
の
モ
ノ
ク
ロ
図

版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
瀧
口
の
文
章
は
一
九
三
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
た

雑
誌
『
カ
イ
エ
・
ダ
ー
ル
』
エ
ル
ン
ス
ト
特
集
号
に
基
づ
く
も
の
で
、
掲
載
図
版
も
す
べ

て
こ
こ
か
ら
転
載
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
上
述
の
、
鳥
や
怪
物
の
空
虚
な
眼
の
表
現
も
、
例
え
ば

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た《
西
方
に
行
く
蕃
人
達
》（
挿
図
11
）な
ど
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

挿図 10　マックス・エルンスト《森と太陽》

挿図 11　マックス・エルンスト《西方に行く蕃人達》1935 年
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続
い
て
セ
リ
グ
マ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ク
ル
ト
・
セ
リ
グ
マ
ン
（
一
九

〇
〇
～
一
九
六
二
）
は
、
厳
密
に
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
で
は
な
く
（
（（
（

、
ま
た
今
日
、
ダ
リ

や
エ
ル
ン
ス
ト
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
知
名
度
は
高
く
な
い
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
パ

リ
に
お
い
て
岡
本
太
郎
と
親
し
く
交
友
し
、
ま
た
一
九
三
六
年
に
来
日
し
て
個
展
を
開
い

て
お
り
（
三
月
二
六
日
～
三
一
日
、
銀
座
三
越
）、
日
本
と
の
関
係
と
い
う
点
で
は
重
要
な

画
家
の
ひ
と
り
と
い
え
る
。
こ
の
個
展
に
は
ガ
ラ
ス
絵
と
エ
ッ
チ
ン
グ
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
靉
光
の
友
人
の
画
家
、
寺
田
政
明
（
一
九
一
二
～
一
九
八
九
）
に
よ
れ
ば
、
二
人
で

こ
の
個
展
を
見
に
行
っ
た
帰
り
に
、
靉
光
は
「
あ
あ
、
あ
れ
ぐ
ら
い
や
れ
る
わ
い
の
お
」

と
感
想
を
漏
ら
し
、
そ
の
後
、《
二
重
像
》（
一
九
四
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
面
相
筆
に

よ
る
細
密
な
作
品
を
描
い
た
と
い
う
（
（（
（

。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
エ
ッ
チ
ン
グ

の
線
の
描
写
で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
絵
（
挿
図
12
）
の
ほ
う
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

ガ
ラ
ス
絵
は
ガ
ラ
ス
の
裏
面
か
ら
絵
具
を
透
明
に
何
層
も
重
ね
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
ニ

ュ
ア
ン
ス
に
富
ん
だ
色
調
を
表
す
こ
と
が
可
能
な
技
法
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
セ
リ

グ
マ
ン
の
個
展
も
「
硝
子
絵
は
黒
い
バ
ツ
ク
の
中
に
黄
赤
碧
が
パ
ツ
と
美
し
く
さ
ま
ざ
ま

の
フ
オ
ル
ム
を
形
作
つ
て
を
り
、『
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
』『
死
の
舞
踏
』
な
ど
極
彩
色
の
感
じ

が
あ
つ
た
。
版
画
よ
り
は
こ
の
方
に
親
し
み
が
感
ぜ
ら
れ
る
（
（（
（

」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
靉
光
も
、
当
時
の
日
本
の
油
彩
画
家
の
中
で
は
例
外
的
に
、
油
彩
画
の
古
典
技

法
で
あ
る
グ
レ
ー
ズ
、
つ
ま
り
薄
め
に
溶
い
た
絵
具
を
透
明
に
何
層
も
重
ね
て
い
く
描
き

方
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
で
に
小
林
俊
介
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
小

林
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
靉
光
の
他
に
も
難
波
田
龍
起
、
松
本
竣
介
な
ど
何
人
か
の

画
家
が
グ
レ
ー
ズ
技
法
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
き
っ
か
け
が
、
一
九

三
四
年
に
開
催
さ
れ
た
福
島
繁
太
郎
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
（
国
画

会
主
催
／
会
場
：
有
楽
町
・
日
劇
、
二
月
二
日
～
一
一
日
）
に
展
示
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ル
オ
ー
の
作
品
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
（
（（
（

。
だ
が
、
こ
の
セ
リ
グ
マ
ン
の
ガ
ラ
ス
絵

も
、
そ
う
し
た
絵
具
の
重
層
的
な
塗
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
ダ
リ
、
エ
ル
ン
ス
ト
、
そ
し
て
セ
リ
グ
マ
ン
か
ら
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
、
関

係
者
の
証
言
や
先
行
研
究
、
そ
し
て
靉
光
の
作
品
そ
の
も
の
か
ら
判
断
し
う
る
要
素
を
ま

と
め
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
た
し
か
に
《
眼
の
あ
る
風
景
》
は
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
の
も
と
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
だ
け
で
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

作
品
は
、
単
な
る
西
洋
の
新
し
い
流
行
を
模
倣
し
た
だ
け
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
こ
で
も
う
い
ち
ど
思
い
出
し
た
い
の
は
、
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
瀧
口
修
造
の
回
想
で

あ
る
。
瀧
口
は
い
う
。「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
か
れ
が
聴
き
と
っ
た
声
も
実
に
靉
光

独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ほ
ん
と
う
の
と
こ
ろ
、
か
れ
の
エ
ル
ン
ス
ト
の
受
け
と
り
方
に

は
唐
突
な
も
の
を
感
じ
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
」。
こ
の
「
靉
光
独
特
だ
っ
た
」
と
い
う

部
分
に
着
目
し
た
い
。
靉
光
が
、
本
来
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
か
な
り
逸
脱
し
て
い

た
と
い
う
感
想
を
、
瀧
口
は
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
逸
脱
す
る
部
分
こ

挿図 12　クルト・セリグマン《海賊》
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五
二

そ
が
重
要
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
、
絵
画
の
新
し
い
可
能
性
を

開
く
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
。
私
た
ち
が
本
来
、
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、も
し
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
こ
の
《
眼

の
あ
る
風
景
》
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
作
品
を
「
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
絵
画
」
と
位
置
づ
け
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
新
し
い
可
能
性
に
ふ
さ
わ
し
い
、
別
の

位
置
づ
け
を
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
提
案
で
あ
る
。

　

で
は
、
今
回
の
赤
外
線
撮
影
調
査
に
よ
っ
て
、《
眼
の
あ
る
風
景
》
の
何
が
明
ら
か
と

な
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
位
置
づ
け
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
。
次
章
で

は
い
よ
い
よ
、
こ
の
問
題
に
立
ち
入
り
た
い
。

　

註
（
1
）　

大
谷
省
吾
「
靉
光
、
そ
の
眼
の
向
か
う
と
こ
ろ
」『
生
誕
一
〇
〇
年　

靉
光
展
』
カ
タ
ロ
グ
、

毎
日
新
聞
社
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
宮
城
県
美
術
館
、
広
島
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
三

月
、
一
〇
頁

（
2
）　

井
上
長
三
郎
「
靉
光
と
の
交
友
」『
美
術
運
動
』
九
五
号
、
一
九
七
三
年
二
月
、
四
四
頁

（
3
）　

針
生
一
郎
「
靉
光
論
」『
美
術
手
帖
』
一
四
九
号
、
一
九
五
八
年
一
一
月
、
一
〇
一
～
一
〇
八

頁

（
4
）　

た
だ
し
そ
の
後
も
、
一
九
八
〇
年
刊
行
の
『
画
集　

靉
光
』（
講
談
社
）
な
ど
「
目
」
の
表
記

を
使
う
例
も
散
見
さ
れ
る
。
後
述
の
出
原
均
氏
の
論
文
で
も
、
名
づ
け
親
の
井
上
長
三
郎
の
表
記

に
従
っ
て
「
目
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）　

発
表
当
時
に
図
版
掲
載
が
確
認
で
き
る
の
は
、展
覧
会
の
図
録
で
あ
る『
第
八
回
独
立
展
集
』（
東

京
朝
日
新
聞
社
、一
九
三
八
年
三
月
）、お
よ
び
靉
光
の
郷
里
の
広
島
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌『
實

現
』
一
九
二
号
（
一
九
三
八
年
四
月
）
の
み
で
あ
る
。

（
6
）　「
第
二
回
日
本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展　

戦
争
犠
牲
美
術
家
の
特
別
陳
列
」（
日
本
美
術
会
主
催
）

東
京
都
美
術
館
、
一
九
四
八
年
一
一
月
二
二
日
～
一
二
月
一
六
日

（
7
）　「
靉
光
遺
作
展
」
東
京
・
北
荘
画
廊
、
一
九
四
九
年
六
月
八
日
～
一
四
日
／
広
島
・
朝
日
ホ
ー
ル
、

一
九
四
九
年
一
一
月
九
日
～
一
五
日

（
8
）　「
四
人
の
作
家　

下
村
観
山
・
靉
光
・
荻
原
守
衛
・
橋
本
平
八
」
国
立
近
代
美
術
館
、
一
九
五
五

年
一
〇
月
一
四
日
～
一
一
月
二
三
日

（
9
）　「
異
端
の
画
家
た
ち　

読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
十
周
年
記
念
」
上
野
松
坂
屋
、
一
九
五
八
年
二
月

四
日
～
九
日

（
10
）　

無
署
名
「
靉
光　

目
の
あ
る
風
景
」『
近
代
日
本
の
絵
画
と
彫
刻
』
国
立
近
代
美
術
館
、
一
九

六
二
年
一
〇
月
、
七
四
頁

（
11
）　

本
間
正
義
「
靉
光　

眼
の
あ
る
風
景
」『
近
代
の
美
術
』
第
三
号
「
日
本
の
前
衛
美
術
」、
一
九

七
一
年
三
月
、
頁
付
無

（
12
）　

大
井
健
地
「
靉
光
の
見
つ
め
た
も
の
」『
靉
光　

青
春
の
光
と
闇
』
展
カ
タ
ロ
グ
、
練
馬
区
立

美
術
館
、
広
島
県
立
美
術
館
、
一
九
八
八
年
九
月
、
一
三
四
～
一
四
〇
頁
／
土
方
明
司
「
出
品
目

録
・
作
品
解
説
」
同
、
一
四
一
～
一
五
二
頁

（
13
）　

出
原
均
「
靉
光
〈
目
の
あ
る
風
景
〉
と
そ
の
周
辺
」『
藝
術
研
究
』
五
号
、広
島
芸
術
学
研
究
会
、

一
九
九
二
年
七
月
、
三
五
～
四
七
頁

（
14
）　

水
沢
勉
「
靉
光
《
眼
の
あ
る
風
景
》
作
品
論　

凝
視
す
る
絵
画
」『
日
本
の
近
代
美
術
10　

不

安
と
戦
争
の
時
代
』
大
月
書
店
、
一
九
九
二
年
一
一
月
、
八
一
～
九
二
頁

（
15
）　「
靉
光　

揺
れ
動
く
時
代
の
痕
跡
」
展
、
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
四
年
四
月
二
三
日
～

六
月
五
日

（
16
）　「
靉
光
と
交
友
の
画
家
た
ち
」
展
、
広
島
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
六
日
～
二
〇
〇
二

年
一
月
一
四
日
／
岩
手
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
二
月
二
三
日
～
三
月
三
一
日

（
17
）　「
生
誕
一
〇
〇
年　

靉
光
展
」（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
三
月
三
〇
日
～
五
月
二

七
日
／
宮
城
県
美
術
館
、
六
月
九
日
～
七
月
二
九
日
／
広
島
県
立
美
術
館
、
八
月
一
〇
日
～
一
〇

月
八
日
）

（
18
）　

針
生
一
郎
、
前
掲
「
靉
光
論
」、
一
〇
四
頁

（
19
）　

菊
池
芳
一
郎
編
『
靉
光
』
時
の
美
術
社
、
一
九
六
五
年
八
月
、
八
七
頁

（
20
）　

ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
「
片
書
・
靉
光
研
究
資
料
細
見
」『
み
づ
ゑ
』
八
七
七
号
、
一
九
七
八
年
四
月
、

四
三
頁

（
21
）　

出
原
均
、
前
掲
「
靉
光
〈
目
の
あ
る
風
景
〉
と
そ
の
周
辺
」、
三
六
頁

（
22
）　

原
田
光
「
靉
光
に
つ
い
て
」『
三
彩
』
四
九
一
号
、
一
九
八
八
年
八
月
、
四
一
頁

（
23
）　

出
原
均
、
前
掲
「
靉
光
〈
目
の
あ
る
風
景
〉
と
そ
の
周
辺
」、
四
三
頁

（
24
）　

水
沢
勉
、
前
掲
「
靉
光
《
眼
の
あ
る
風
景
》
作
品
論　

凝
視
す
る
絵
画
」、
八
六
～
八
七
頁

（
25
）　

大
井
健
地
、
前
掲
「
靉
光
の
見
つ
め
た
も
の
」、
一
四
〇
頁

（
26
）　

大
井
健
地
、
前
掲
「
靉
光
の
見
つ
め
た
も
の
」、
一
三
四
～
一
三
五
頁

（
27
）　

土
方
明
司
「
靉
光
は
な
ぜ
絵
を
変
え
て
い
っ
た
の
か
」『
芸
術
新
潮
』
三
九
巻
一
一
号
、
一
九

八
八
年
一
一
月
、
八
一
頁
。
土
方
氏
は
ま
た
「
靉
光
《
眼
の
あ
る
風
景
》」（『
昭
和
の
美
術　

第

二
巻　

一
一
～
二
〇
年
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
三
月
、
八
〇
頁
）
で
も
同
様
の
指
摘
を
行
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五
三

っ
て
い
る
。

（
28
）　

花
岡
謙
二
「（
題
名
な
し
）」、
前
掲
菊
池
芳
一
郎
編
『
靉
光
』、
五
九
頁
。
こ
の
回
想
の
中
で
、

培
風
寮
時
代
の
靉
光
の
部
屋
に
「
木
の
枯
ぼ
く
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
森
の

証
言
と
重
な
る
。
な
お
文
中
の
「
魚
の
ミ
イ
ラ
」
は
、
一
九
七
五
年
刊
行
の
第
二
版
で
は
「
魚
の

エ
ラ
」
と
修
整
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）　

鶴
岡
政
男
「
靉
光　

蝶
」『
美
術
手
帖
』
一
〇
三
号
、
一
九
五
五
年
一
二
月
、
六
六
頁

（
30
）　

伊
賀
上
茂
「
白
山
前
町
時
代
の
彼
」、
前
掲
菊
池
芳
一
郎
編
『
靉
光
』、
一
三
五
頁

（
31
）　

水
沢
勉
、
前
掲
「
靉
光
《
眼
の
あ
る
風
景
》
作
品
論　

凝
視
す
る
絵
画
」、
八
七
頁

（
32
）　

山
梨
俊
夫
「
眼
の
あ
る
風
景　

靉
光
筆
」『
日
本
美
術
全
集　

第
二
三
巻　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
伝

統　

近
代
の
美
術
Ⅲ
』
講
談
社
、
一
九
九
三
年
二
月
、
一
九
七
頁

（
33
）　

多
木
浩
二
「
絵
画
と
い
う
も
の
の
探
求
」、
前
掲
『
靉
光　

青
春
の
光
と
闇
』
展
カ
タ
ロ
グ
、

一
〇
～
一
一
頁

（
34
）　

瀬
木
慎
一
「
靉
光
展
」『
美
術
批
評
』
四
二
号
、
一
九
五
五
年
六
月
、
六
一
頁

（
35
）　

原
田
実
『
近
代
洋
画
の
青
春
像
―
十
二
人
の
芸
術
家
の
生
涯
と
作
品
―
』
東
京
美
術
、
一
九
六

五
年
一
〇
月
、
二
〇
〇
頁

（
36
）　

本
間
正
義
「
目
の
あ
る
風
景
」『
ほ
る
ぷ
日
本
の
名
画
6
近
代
絵
画
3
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九

七
五
年

（
37
）　

山
下
菊
二
（
聞
き
手
：
石
黒
英
男
）「
靉
光
―
反
戦
を
貫
い
た
画
家
」『
社
会
評
論
』
三
〇
号
、

一
九
八
一
年
一
月
、
一
一
一
頁

（
38
）　

原
田
光
、
前
掲
「
靉
光
に
つ
い
て
」、
四
一
～
四
二
頁

（
39
）　

土
方
明
司
、
前
掲
「
靉
光
《
眼
の
あ
る
風
景
》」、
八
〇
頁

（
40
）　

粟
津
則
雄
『
自
画
像
の
魅
力
と
謎　

自
己
を
見
つ
め
た
十
一
人
の
画
家
た
ち
』
日
本
放
送
出
版

協
会
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
一
二
四
～
一
二
六
頁

（
41
）　

窪
島
誠
一
郎
『
戦
没
画
家
靉
光
の
生
涯
』
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
三
一
頁

（
42
）　

出
原
均
、
前
掲
「
靉
光
〈
目
の
あ
る
風
景
〉
と
そ
の
周
辺
」、
四
七
頁

（
43
）　

出
原
均
「《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
《
牝
牛
》」『
現
代
の
眼　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
』

五
六
三
号
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、
四
頁

（
44
）　

新
関
公
子
「
文
学
と
美
術
の
あ
い
だ
（
三
）
ゲ
ー
テ
の
素
描
と
靉
光
の
『
眼
の
あ
る
風
景
』
の

こ
と
な
ど
」『
絵
』
三
九
三
号
、
一
九
九
六
年
一
一
月
、
一
四
頁

（
45
）　

ヨ
シ
ダ
・
ヨ
シ
エ
、吉
井
忠
、大
野
五
郎
、朝
日
晃
、寺
田
政
明
、匠
秀
夫
「
座
談
会　

靉
光
覚
書
」

『
画
家
』五
号
、一
九
六
八
年
一
二
月
、六
頁
。
ヨ
シ
ダ
氏
の
発
言
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
私

は
彼
の
読
書
に
つ
い
て
奥
さ
ん
に
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
読
書
の
量
は
そ
う
多
く
な
い

よ
う
で
す
ね
。
高
村
光
太
郎
の
詩
を
読
ん
で
い
た
の
を
奥
さ
ん
が
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
が
、
少
数

の
も
の
を
熟
読
玩
味
す
る
と
い
う
傾
向
だ
っ
た
よ
う
で
す
」。

（
46
）
靉
光
と
同
じ
く
独
立
美
術
協
会
に
出
品
し
、
の
ち
美
術
文
化
協
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
北

脇
昇
（
一
九
〇
一
～
一
九
五
一
）
は
、
一
九
三
九
年
か
ら
《
形
態
学
の
た
め
に
》
な
ど
ゲ
ー
テ
の

理
論
を
積
極
的
に
応
用
し
た
作
品
を
発
表
し
始
め
る
が
、
一
九
三
八
年
前
半
の
時
点
で
は
ま
だ
そ

の
兆
候
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
京
都
在
住
の
北
脇
と
東
京
の
靉
光
と
の
間
の
交
流
を
示
す
痕
跡
も
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
靉
光
が
北
脇
を
通
じ
て
ゲ
ー
テ
の
著
作
を
読
ん
で
い
た

と
い
う
可
能
性
も
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
47
）　

出
原
均
、
前
掲
「
靉
光
〈
目
の
あ
る
風
景
〉
と
そ
の
周
辺
」、
四
五
頁

（
48
）　

高
畠
達
四
郎
「
独
立
展
評
」『
美
術
』
一
三
巻
四
号
、
一
九
三
八
年
四
月
、
一
九
頁

（
49
）　

山
口
薫
「
独
立
展
感
想
」『
美
之
國
』
一
四
巻
四
号
、
一
九
三
八
年
四
月
、
五
八
頁

（
50
）　

林
達
郎
「
独
立
展
」『
美
之
國
』
一
四
巻
四
号
、
一
九
三
八
年
四
月
、
六
一
頁

（
51
）　

松
島
一
郎
「
独
立
展
入
選
者
評
」『
美
術
眼
』
二
巻
五
号
、
一
九
三
八
年
五
月
、
二
〇
頁

（
52
）　

出
原
均
「
靉
光
と
そ
の
時
代
（
後
）」『
96
美
術
ひ
ろ
し
ま
』
一
九
九
六
年
三
月
、
一
六
六
頁

（
53
）　

山
路
商
に
つ
い
て
も
、
出
原
均
氏
に
よ
る
詳
し
い
研
究
が
あ
る
。
靉
光
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

以
下
を
参
照
。
出
原
均
「
山
路
商
と
そ
の
周
辺
（
後
）」『
94
美
術
ひ
ろ
し
ま
』
一
九
九
四
年
三
月
、

一
六
六
～
一
七
五
頁

（
54
）　

山
路
商
「
靉
光
君
の
仕
事
を
ほ
め
る
―
靉
光
へ
の
手
紙
―
」『
實
現
』
一
九
二
号
、
一
九
三
八

年
四
月
、
一
五
頁

（
55
）　

瀧
口
修
造「
靉
光
を
想
う
」『
靉
光
―
没
後
一
五
年
を
記
念
し
て
―
』目
録
、主
催
：
南
天
子
画
廊
、

会
場
：
文
芸
春
秋
画
廊
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
、
頁
付
無

（
56
）　

井
上
長
三
郎
、
前
掲
「
靉
光
と
の
交
友
」、
四
四
頁

（
57
）　

出
原
均
、
前
掲
「
靉
光
と
そ
の
時
代
（
後
）」、
一
六
六
頁

（
58
）　

瀧
口
修
造
は
こ
の
技
法
に
つ
い
て
、
巴
里
東
京
新
興
美
術
展
の
展
覧
会
評
「
フ
ラ
ン
ス
新
興
美

術
展
を
見
る
」（『
新
美
術
研
究
』
五
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
一
月
、
三
七
～
三
八
頁
）
で
次
の
よ

う
に
正
確
に
紹
介
し
て
い
る
。「『
森
と
太
陽
』
の
中
の
森
と
覚
し
い
所
に
、
真
実
の
木
材
の
木
理

が
姿
を
現
は
し
て
ゐ
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
エ
ル
ン
ス
ト
が
フ
ロ
ツ

タ
ア
ジ
ユ
（
摩
擦
）
と
呼
ん
で
ゐ
る
方
法
に
依
つ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
説
明
に
よ
る
と
、
或
る

刺
激
反
応
の
力
を
借
り
て
、
実
在
の
物
体
の
上
に
紙
片
を
置
い
て
黒
鉛
で
擦
る
こ
と
か
ら
発
し
た

方
法
で
あ
る
。（
中
略
）
彼
は
こ
の
方
法
を
後
に
油
絵
に
ま
で
応
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
は

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ら
う
」。
こ
こ
で
は
グ
ラ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
用
語
は
用
い
ら
れ
て
い

な
い
が
、
瀧
口
は
そ
の
後
、「
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
」（『
み
づ
ゑ
』
三
八
七
号
、
一
九
三
七

年
五
月
、
四
五
五
頁
）
で
は
、「
こ
の
方
法
は
油
絵
の
技
法
に
も
応
用
さ
れ
、
グ
ラ
ッ
タ
ア
ジ
ュ

の
方
法
、
即
ち
不
平
均
な
面
の
下
塗
の
上
に
絵
具
を
置
い
て
引
き
掻
く
方
法
に
よ
つ
て
、
素
晴
ら
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五
四

し
く
暗
示
的
な
タ
ブ
ロ
オ
を
創
造
し
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
59
）　

出
原
均
、
前
掲
「《
眼
の
あ
る
風
景
》
と
《
牝
牛
》」、
四
～
五
頁

（
60
）　

大
谷
省
吾
、
前
掲
「
靉
光
、
そ
の
眼
の
向
か
う
と
こ
ろ
」、
一
三
頁

（
61
）　

靉
光
と
エ
ル
ン
ス
ト
に
関
し
て
は
、
柿
手
春
三
（
一
九
〇
九
～
一
九
九
三
）
に
よ
る
次
の
よ
う

な
回
想
も
あ
る
。「
私
は
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
が
、
彼
が
独
立
賞
を
得
た
作
品
に
つ
い

て
彼
と
話
し
て
い
た
時
、
私
は
ふ
っ
と
、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
『
飛
行
機
と
り
の
庭
』
を

想
い
出
し
（
目
玉
の
こ
と
）
て
、
そ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
実
に
不
愉
快
な
表
情
を
し
て
黙

っ
て
終
っ
た
」（「
人
間
靉
光
」、
前
掲
菊
池
芳
一
郎
編
『
靉
光
』、
一
三
九
頁
）。
こ
れ
は
靉
光
が

エ
ル
ン
ス
ト
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
逆
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
柿
手
自
身
も
、『
カ
イ
エ
・

ダ
ー
ル
』
エ
ル
ン
ス
ト
特
集
号
お
よ
び
瀧
口
修
造
「
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
」（『
み
づ
ゑ
』
三

八
七
号
、一
九
三
七
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ル
ン
ス
ト
の
《
風
景
の
対
蹠
点
》（
一
九
三
六
年
）

と
き
わ
め
て
似
た
稜
線
を
持
つ
幻
想
的
な
風
景
画
《
霧
》（
一
九
四
一
年
）
を
描
い
て
お
り
、当
時
、

靉
光
の
周
辺
で
エ
ル
ン
ス
ト
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
62
）　

セ
リ
グ
マ
ン
は
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
パ
リ
で
抽
象
画
家
の
グ
ル
ー
プ
、
ア
プ
ス
ト
ラ
ク
シ
オ

ン
゠
ク
レ
ア
シ
オ
ン
の
一
員
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
後
は
岡
本
太
郎
と
と
も
に
「
ネ
オ
・
コ
ン
ク

レ
テ
ィ
ス
ム
」
を
唱
え
て
抽
象
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
止
揚
を
模
索
し
た
。
一
九
三
八
年
パ

リ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
に
は
岡
本
と
と
も
に
出
品
し
て
い
る
た
め
、
広
義

に
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
範
疇
に
含
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

（
63
）　

前
掲
、「
座
談
会　

靉
光
覚
書
」、
六
頁
。

（
64
）　

佐
波
甫
「
ク
ル
ト
・
セ
リ
グ
マ
ン
氏
小
品
展
」『
美
術
』
一
一
巻
五
号
、
一
九
三
六
年
五
月
、

五
六
頁

（
65
）　

小
林
俊
介
「
難
波
田
龍
起
・
松
本
竣
介
・
靉
光
の
油
彩
技
法
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
一
四
五
号
、

一
九
九
八
年
一
〇
月
、
四
六
～
六
三
頁

（
66
）　

靉
光
が
実
際
に
ル
オ
ー
の
作
品
を
見
た
こ
と
は
、
や
は
り
寺
田
政
明
が
証
言
し
て
い
る
。
寺
田

政
明
「
私
と
靉
光
」『
N
H
K
日
曜
美
術
館　
第
一
〇
集
』
学
研
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
、
八
五

頁
お
よ
び
朝
日
晃
「
靉
光
＝
石
村
日
郎
」『
画
集　
靉
光
』
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
四
月
、
一
八
六

頁

挿
図
出
典

挿
図
3　
『
美
術
』
11
巻
6
号
（
一
九
三
六
年
六
月
）

挿
図
4　
『
美
術
』
12
巻
4
号
（
一
九
三
七
年
四
月
）

挿
図
7　
『
み
づ
ゑ
』
390
号
（
一
九
三
七
年
八
月
）

挿
図
10　
『
巴
里
新
興
美
術
選
集
』（
一
九
三
三
年
）

挿
図
11　
『
み
づ
ゑ
』
387
号
（
一
九
三
七
年
五
月
）

挿
図
12　
『
美
術
』
11
巻
5
号
（
一
九
三
六
年
五
月
）

（
お
お
た
に　

し
ょ
う
ご　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
主
任
研
究
員
）
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